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　神明宮を御縁とする厄年会の絆

　左の写真は昭和５２年に厄年を迎えた昭和１１年生まれの皆様と当時の宮司およ

び神社役員さんによる厄払い後の拝殿での集合写真です。以来『神明宮１１年会』

と名付けて、毎年1月に神明宮に集合参拝して毎年の息災を祈念し交遊を深める為

に懇親会を開催しています。今年も1月9日の日曜日に神明宮に集合し（右の写真）

加藤宮司のお祓いを受けた後、新小嶋に会場を移して懇親会を開催いたしました。

「これも神明宮で厄男として厄払い神事をしていただいたのがご縁です。ありがた

く思っています」と、会の世話方の一人本間さんが述べておられました。この日神

明宮にお集まりいただいた神明宮１１年会の皆様の昔のお祭りについての思い出を

語っていただいたところ異口同音に「神明さんのお祭りは氏子総員参加のお祭りで

楽しく参加でき、町内の皆さんとの親睦にもなり、ありがたいお祭りです。」
「昭和３０年頃には４月に蓮如祭りが元能見の浄専寺であり、そのまま５月の１５
日のお祭りまで植木屋さん、花屋さん、金魚屋さん等が不動尊前の道路に二七市の
ように並んでいました。境内にはお菓子、おもちゃ屋さん等が軒を連ねてにぎやか
なお祭りだった。」
「今日のお祭りも、既製品柄の法被を着用していた町内も、町内のカラーをアピー
ルしたオリジナルな法被も登場し、女性の化粧もきれいになり、華やかさが増して
きた。」
「祭礼当日の境内には厄年会が奉納した大幟が立てられ一層のお祭り雰囲気が盛り
上がってきた昨今。今後も楽しいお祭り、伝統ある祭りを継承していっていただき
たい。」と、若き青年時代に戻り、熱い口調でお話をいただき、時間が有ればもっ
とお話をお伺いしたかったのですが、懇親会会場の時間も差し迫っていましたの
で、皆様の益々のお祭りについてのご協力をお願いして社務所を後にしました。

（花井　記）
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